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2022年3月2日
ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社

【足元の状況と今後の見通し】
2022年2月28日時点の当ファンドのパフォーマンスは前月末比で-28.9％となりました（分配金込基準価額で
計算）。
2022年2月24日（現地時間）にロシアのプーチン大統領はウクライナ東部での軍事作戦を行うことを決定し、
ウクライナの軍事施設へのミサイル攻撃を開始しました。
これを受け、欧米諸国がロシアに対しさらに厳しい制裁を実施すると懸念されたこと等から、同24日のロシアの株
式市場はルーブル建て主要株価指数であるMOEXロシア指数が場中に一時前営業日比45％超下落、また通
貨ルーブルも史上最安値を更新した模様です。
なお、2月28日時点の基準価額の応答日である2月25日時点のロシア市場は若干落ち着きを取り戻したもの
の、欧米各国の対ロシア追加制裁に対する懸念から不安定な動きとなりました。
また、地政学リスクの高まりを受け、東欧諸国の株式および為替市場も変動性の高い展開となりました。

＜2022年2月28日時点の騰落率＞
※分配金込基準価額で計算

【図表】設定来の基準価額の推移
期間：2006年5月26日（設定日）～2022年2月28日、日次

※ 基準価額、分配金込基準価額は、1万口あたり、信託報酬控除後
の値です。

※ ファンドには購入時手数料がかかります。詳しくは4ページをご参照くだ
さい。

※ ファンドの騰落率は分配金込基準価額で計算しています。分配金
込基準価額は分配金（税引前）を再投資したものとして計算した
値であり、実際の投資家の運用成果とは異なります。

※ 参考指数は、設定日を10,000として指数化して表示しております。
参考指数は、2016年11月1日より、MSCI EM ヨーロッパ10/40
（税引後配当込み円換算ベース）から、MSCI EM ヨーロッパ
10/40（除くギリシャ）（税引後配当込み円換算ベース）に変更
しました。2016年10月31日の旧参考指数の指数値を基準として、
2016年11月1日から新参考指数の日次騰落率を乗じて計算して
います。

※ 過去の運用実績は将来の運用成果等を保証もしくは示唆するもの
ではありません。

ファンド 参考指数
1カ月 -28.9％ -24.0％
3カ月 -33.9％ -28.4％
1年 -26.0％ -15.5％
設定来 -40.9％ -10.0％

＜ご留意事項＞
ロシアへの制裁強化等を受け、流動性が十分に担保できない可能性があると判断し、投資信託約款に基づき、2022
年2月28日より当面の間、当ファンドのご購入・ご換金のお申込みの受付を停止させて頂きます。
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出所：各種資料を基にドイチェ・アセット・マネジメント㈱が作成
※ データは記載時点のものであり、将来の傾向、数値等を保証もしくは示唆するものではありません。

【図表】ロシア・東欧諸国の為替（対円）の推移
期間：2020年12月末～ 2022年2月末、日次

【今後の見通し】
ロシアが軍事侵攻を継続したため、欧米諸国はロシアの一部の銀行をSWIFT（国際銀行間通信協会）から排除するこ
とや、ロシア中央銀行が保有する外貨準備の利用を制限する等の追加制裁実施を決定しました。これを受け、2月28日
のロシア市場は、モスクワ証券取引所が取引を見送った他、通貨ルーブル（対円）も前営業日比17％超急落する等、
混乱状態となりました。
ロシア側は政策金利を従来の9.5％から20％に大幅に引き上げ、また非居住者による証券売却を禁止するといったルーブ
ルや市場の防衛策を相次いで発表しましたが、市場ではロシア資産を売却する動きが加速しています。
2月28日にはベラルーシでロシア-ウクライナ間で初の停戦協議が行われましたが、結果持ち帰りとなったと報じられています。
また、ウクライナはEUに対し即時加盟を要請した模様です。
このままロシアがウクライナへの軍事侵攻を継続した場合、欧米諸国が制裁内容を緩和することは想定しづらく、当面ロシア
市場は混乱状態が継続するものと考えられます。

【図表】ロシア・東欧諸国株式市場（現地通貨ベース）の推移
期間：2020年12月末～2022年2月末、日次

*2020年12月末時点を100として指数化。
※2022年2月末時点のMOEXロシア指数は2022年2月25日の値を使用しております。
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＜2022年2月末時点の騰落率＞

＜2022年2月末時点の騰落率＞

*2020年12月末時点を100として指数化。

ロシア：MOEXロシア指数
トルコ：イスタンブール100種指数
ポーランド：ワルシャワWIG指数
ハンガリー：ブダペスト証取指数
チェコ：プラハPX指数

騰落率
（前月末比）

ロシア※ -30.0%
トルコ -2.8%

ポーランド -9.3%
ハンガリー -18.2%
チェコ -4.4%

騰落率
（前月末比）

ロシア・ルーブル -23.9%
トルコ・リラ -2.5%

ポーランド・ズロチ -1.4%
ハンガリー・フォリント -2.4%
チェコ・コルナ -1.6%

※いずれも対円。



臨時レポート

3/5

ドイチェ・ ロシア東欧株式ファンド
追加型投信/海外/株式



臨時レポート

4/5

ドイチェ・ ロシア東欧株式ファンド
追加型投信/海外/株式



臨時レポート

5/5

ドイチェ・ ロシア東欧株式ファンド
追加型投信/海外/株式

D-220302-2


	Slide Number 1
	Slide Number 2
	Slide Number 3
	Slide Number 4
	Slide Number 5

